
　

旭
日
中
綬
章

　

遠
藤
さ
ん
は
、昭
和
40
年
11
月
、

阿
南
市
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、

５
期
17
年
の
長
き
に
わ
た
り
在
職

し
、
こ
の
間
、
市
議
会
議
長
等
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
、
高
邁
な
政
治

信
念
を
も
っ
て
阿
南
市
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
58
年
か
ら
６
期
24

年
に
わ
た
り
、
徳
島
県
議
会
議
員

と
し
て
県
政
運
営
に
当
た
ら
れ
、

こ
の
間
、
県
議
会
議
長
等
を
歴
任

し
、
地
方
自
治
の
発
展
お
よ
び
県

民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　

旭
日
双
光
章

　

中
川
さ
ん
は
、
㈳
徳
島
県
建
築

士
会
阿
南
・
那
賀
支
部
の
理
事
を

は
じ
め
数
々
の
役
員
を
歴
任
さ

れ
、
平
成
14
年
か
ら
支
部
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
、

㈳
徳
島
県
建
築
士
会
の
副
会
長
を

務
め
ら
れ
、
技
術
と
経
営
の
近
代

化
を
説
く
な
ど
、
社
会
・
公
共
へ

の
奉
仕
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

　

川
田
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
に
小

松
島
郵
便
局
で
採
用
さ
れ
て
以
来
、

45
年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
専
心

職
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

12
年
か
ら
阿
南
郵
便
局
で
勤
務
さ

れ
、
後
輩
の
指
導
育
成
に
も
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、地
元
の
少
年

野
球
チ
ー
ム
の
監
督
を
20
年
余
り

務
め
ら
れ
、
現
在
も
日
本
体
育
協

会
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指

導
者
と
し
て
、
地
域
青
少
年
の
健

全
な
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章

　

玉
木
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
６
月

に
阿
南
市
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て

以
来
、
意
欲
的
に
消
防
団
活
動
に

取
り
組
ま
れ
、
平
成
11
年
か
ら
分

団
長
と
し
て
、
さ
ら
に
平
成
17
年

か
ら
は
副
団
長
に
就
任
し
、
平
成

21
年
に
退
団
す
る
ま
で
、
そ
の
重

責
を
ま
っ
と
う
さ
れ
ま
し
た
。
37

年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の

防
災
活
動
を
通
じ
て
、
安
全
で
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

  

瑞
宝
単
光
章

　

東
條
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
４
月

に
阿
南
市
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て

以
来
、
意
欲
的
に
消
防
団
活
動
に

取
り
組
ま
れ
、
平
成
16
年
か
ら
分

団
長
と
し
て
平
成
19
年
に
退
団
す

る
ま
で
、
そ
の
重
責
を
ま
っ
と
う

さ
れ
ま
し
た
。
38
年
の
長
き
に
わ

た
り
地
域
の
防
災
活
動
を
通
じ

て
、
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

  

瑞
宝
双
光
章

　

小
出
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
４
月

に
徳
島
県
巡
査
を
拝
命
。
以
来
41

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
警
察
各
般

に
お
い
て
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
、

公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
刑
事
警

察
部
門
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

  

瑞
宝
双
光
章

　

飯
田
さ
ん
は
、
昭
和
19
年
9
月

か
ら
徳
島
県
公
立
小
中
学
校
訓
導

遠藤  一美さん
下大野町（87歳）

安部  政幸さん
宝田町（88歳）

中川  英雄さん
富岡町（75歳）

川田  昌良さん
羽ノ浦町（65歳）

玉木  美之さん
横見町（65歳）

東條  孝男さん
橘町（65歳）

小出　満さん
羽ノ浦町（70歳）

飯田  善八さん
長生町（88歳）

　
平
成
24
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
阿
南
市
で
は
次
の
方
々
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
表
彰
等
と
併
せ
て
ご
披
露
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
11
月
25
日
発
表
分
ま
で
）

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

橘
公
民
館

　

平
成
24
年
11
月
13
日
に
優
良
公

民
館
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
一

般
教
養
講
座
や
公
民
館
ま
つ
り
、

人
権
教
育
研
究
大
会
の
開
催
な
ど

生
涯
学
習
の
推
進
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難

路
の
確
認
や
救
急
救
命
法
の
講
習
、

防
災
座
談
会
等
の
自
主
防
災
活
動

を
通
じ
て
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
野
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

平
成
24
年
11
月
22
日
に
優
良
Ｐ

Ｔ
Ａ
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
町

内
の
各
学
校
や
民
生
委
員
等
と
連

携
し
た
健
全
育
成
活
動
や
資
源
回

収
等
に
よ
る
地
域
の
教
育
環
境
改

善
な
ど
の
取
組
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を

中
心
と
す
る
東
日
本
大
震
災
新
野

支
援
隊
に
よ
る
現
地
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
お
よ
び
被
災
者
の
受

入
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

■
農
林
水
産
統
計
業
務
永
年
協
力
者

　

吉
田　

純
子
さ
ん
（
山
口
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
農
林
水
産
統
計

業
務
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

警
察
庁
長
官
表
彰

　

暴
力
排
除
阿
南
市
民
協
議
会

　

長
年
に
わ
た
り
、
暴
力
追
放
運

動
に
ご
尽
力
さ
れ
、
市
民
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
啓
発
活
動
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
医
薬
品
局
長
感
謝
状

　

柳
本　

冨
佐
代
さ
ん
（
橘
町
）

県
知
事
表
彰

　

清
水　

智
さ
ん
（
桑
野
町
）

教
諭
、
教
頭
、
校
長
と
し
て
、
長

き
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
充
実
と

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
退
職
後
、
昭
和
61
年
7

月
か
ら
平
成
元
年
10
月
ま
で
、
長

生
公
民
館
長
と
し
て
、
社
会
教
育

や
同
和
教
育
な
ど
幅
広
い
分
野
で

地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

　

安
部
さ
ん
は
、
昭
和
14
年
６
月

に
富
岡
郵
便
局
で
採
用
さ
れ
て
以

来
、
43
年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り

専
心
職
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
49
年
か
ら
は
、
阿
南
大
潟
郵

便
局
長
と
し
て
そ
の
重
責
を
ま
っ

と
う
さ
れ
、
昭
和
56
年
か
ら
は
徳

島
県
南
部
特
定
郵
便
局
長
業
務
推

進
連
絡
会
阿
南
部
会
副
部
会
長
を

務
め
ら
れ
る
な
ど
、
郵
政
事
業
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
表
彰

　

自
警
団
・
は
の
う
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
ノ
浦
町
）

　

平
成
24
年
10
月
11
日
に
、
平
成

24
年
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

関
係
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
等
を
通
じ
て
刑
法
犯
認
知

件
数
の
減
少
や
児
童
の
犯
罪
に
対

す
る
抵
抗
力
の
向
上
な
ど
、安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

   

総
務
大
臣
表
彰

　

中
山　

瑞
穗
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
76
歳
・
羽
ノ
浦
町
）

　

中
山
さ
ん
は
、
平
成
11
年
４
月

に
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て

以
来
、
長
年
に
わ
た
り
行
政
相
談

活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
、
徳
島
行
政
相
談
委
員
協
議
会

副
会
長
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

  

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

児
玉　

通
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

   

（
73
歳
・
橘
町
）

　

児
玉
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
に
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ

て
以
来
、
30
年
余
り
の
長
き
に
わ

た
り
、
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
住
民
の
自
立
へ
の
相

談
、
支
援
、
指
導
を
は
じ
め
、
行

政
機
関
と
連
携
・
協
力
を
図
る
な

ど
、
民
間
奉
仕
者
と
し
て
社
会
福

祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
沢　

忠
昭
さ
ん

　
　
　
　
　

 　
（
74
歳
・
加
茂
町
）

　

井
沢
さ
ん
は
、
平
成
４
年
６
月

か
ら
徳
島
県
理
容
生
活
衛
生
同
業

組
合
常
任
理
事
、
副
理
事
長
、
理

事
長
と
し
て
、
理
容
店
の
近
代
化

と
合
理
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
５
月
か
ら
、

全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連

合
会
理
事
と
し
て
、
理
容
業
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　

貴
志　

佐
代
子
さ
ん

　
　
　

 　
　
（
68
歳
・
羽
ノ
浦
町
）

　

貴
志
さ
ん
は
、
平
成
元
年
12
月

に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱

さ
れ
て
以
来
、
21
年
余
り
の
長
き

に
わ
た
り
、
阿
南
市
の
社
会
福
祉

活
動
の
推
進
の
た
め
に
力
を
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
常
に
社
会
奉
仕
の

精
神
を
も
ち
、
住
民
の
立
場
に

立
っ
た
相
談
や
必
要
な
援
助
を
行

う
な
ど
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
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社
会
福
祉
に
尽
力

■
徳
島
県
社
会
福
祉
大
会

　

名
誉
大
会
長
（
知
事
）
表
彰

〈
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
団
体
〉

天
野　

郁
代
（
那
賀
川
町
）

天
羽　

耕
一
（
那
賀
川
町
）

岩
浅　

豊
実
（
津
乃
峰
町
）

上
野　

志
保
（
横
見
町
）

桑
村　

春
美
（
横
見
町
）

田
口　

玉
美
（
山
口
町
）

坪
井　

祐
代
（
那
賀
川
町
）

星
野　

智
子
（
那
賀
川
町
）

森
本　

祥
恵
（
那
賀
川
町
）

山
下　

聖
子
（
富
岡
町
）

𠮷
田　

恵
子
（
那
賀
川
町
）

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体
〉

浦
ノ
内
若
連
（
桑
野
町
）

藁
野
水
仙
部
会
（
山
口
町
）

■
徳
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

会
長
表
彰

〈
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
団
体
〉

小
泉
由
紀
子
（
那
賀
川
町
）

篠
岡　

明
美
（
津
乃
峰
町
）

佐
藤
恵
美
子
（
那
賀
川
町
）

宮
繁　

正
人
（
中
林
町
）

渡
部　

尚
美
（
長
生
町
）

  

徳
島
県
藍
青
賞

■
運
動
競
技
（
グ
ル
ー
プ
・
団
体
）

富
岡
東
高
等
学
校
女
子
剣
道
部

阿
南
市
文
化
祭
優
秀
作
品
表
彰

　

第
41
回
阿
南
市
文
化
祭
優
秀
作

品
表
彰
式
が
12
月
９
日
に
夢
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
（
敬
称
略
）

■
書
道
の
部

【
市
長
賞
】　

小
西　

千
恵

【
議
長
賞
】　

上
野　

益
代

【
教
育
長
賞
】
田
村　

元
帥

■
日
本
画
の
部

【
市
長
賞
】　

湯
浅　

良
信

【
議
長
賞
】　

横
手　

勝
見

■
洋
画
の
部

【
市
長
賞
】　

撫
中　

義
美

【
議
長
賞
】　

村
上　

富
子

【
教
育
長
賞
】
東　

紀
美
子

■
写
真
の
部

【
市
長
賞
】　

山
下　

助
信

【
議
長
賞
】　

埴
淵　

節
子

【
教
育
長
賞
】
撫
中　

健
一

■
美
術
工
芸
の
部

【
市
長
賞
】　

多
田　
　

了

【
議
長
賞
】　

柳
本　

真
弓

【
教
育
長
賞
】
椎
野
真
理
子

■
華
道
展
の
部

【
市
長
賞
】　

小
原
流

【
議
長
賞
】　

嵯
峨
御
流

【
教
育
長
賞
】
未
生
流
笹
岡

■
寒
蘭
の
部

【
市
長
賞
】　

佐
野　

哲
也

【
議
長
賞
】　

喜
多
條
隆
治

【
教
育
長
賞
】
成
松　

久
寿

■
俳
句
の
部

【
市
長
賞
】　

宮
田　

春
子

【
議
長
賞
】　

喜
来
富
士
子

【
教
育
長
賞
】
神
野　

弘
子

■
短
歌
の
部

【
市
長
賞
】　

島
尾　
　

妙

【
議
長
賞
】　

谷
一　

民
子

【
教
育
長
賞
】
臣
永　

悦
子

■
学
童
展

科
学
経
験
発
表
の
部（
１
～
４
年
）

【
市
長
賞
】

　
内
村
　
允
喜
（
羽
ノ
浦
小
）

【
教
育
長
賞
】

　
川
原
　
　
豪
（
羽
ノ
浦
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　
廣
浦　

俊
介
（
橘
小
）

科
学
経
験
発
表
の
部（
５
、６
年
）

【
市
長
賞
】

　
福
田
　
龍
弥
（
新
野
小
）

【
教
育
長
賞
】

　
青
木
　
琴
菜
（
橘
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　
鎌
田
　
珠
希
（
桑
野
小
）

科
学
体
験
発
表
の
部
（
中
学
生
）

【
市
長
賞
】
佐
藤
　
成
珠
、

原

智
尋
、
新
田
　
夏
美
、
秦
野
　
琴

菜
、 松
浦
　
舞
奈
、 保
岡
　
理
子
、

仁
木
　
美
咲
、
岩
野
ひ
か
る
、
田

上
　
直
弥
（
富
岡
東
中
）

【
教
育
長
賞
】
前
田
　
拓
実
、
田

中
　
鉄
平
、
福
田
那
優
人
（
阿
南

二
中
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　

岩
浅　

貴
大
（
阿
南
中
）

7 広報 あなん 2013.1 6広報 あなん 2013.1

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
一
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
私
た
ち
の
阿
南

市
に
と
り
ま
し
て
、
市
制
施
行
55

周
年
と
な
る
節
目
の
年
で
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
１
月
31
日
に
は
、

阿
南
市
誕
生
か
ら
ち
ょ
う
ど
2
万

日
目
を
迎
え
ま
す
。

　

昭
和
33
年
（
１
９
５
８
年
）
５

月
１
日
、
旧
富
岡
、
橘
両
町
が
合

併
し
、
県
下
４
番
目
の
市
と
し
て
、

阿
南
市
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
は
、
３
月
に
、
世
界

初
の
海
底
道
路
関
門
国
道
ト
ン
ネ

ル
（
全
長
３
４
６
１
㍍
）
が
開
通
、

神
宮
外
苑
に
国
立
競
技
場
が
完
成
、

７
月
に
は
、
大
相
撲
が
６
場
所
制

と
な
り
、
初
の
名
古
屋
場
所
が
開

か
れ
ま
し
た
。
10
月
に
は
、
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
「
私
は
貝
に
な
り
た
い

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）」
が
放
映
さ
れ
、
国
民

の
深
い
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。
11

月
に
は
、
東
京
―
神
戸
間
で
「
特

急
こ
だ
ま
号
」
の
運
転
が
開
始
さ

れ
、
東
京
―
大
阪
間
を
６
時
間
50

分
で
結
び
ま
し
た
。
ま
た
、
皇
太

子
明
仁
親
王
（
24
歳
）
と
美
智
子

様（
23
歳
）の
婚
約
発
表
が
な
さ
れ
、

「
自
由
恋
愛
」
を
強
調
す
る
マ
ス
コ

ミ
報
道
で
、美
智
子
様
は
一
躍
「
昭

和
の
シ
ン
デ
レ
ラ
」
と
し
て
国
民

の
人
気
の
的
と
な
り
ま
し
た
。
12

月
に
は
、
東
京
タ
ワ
ー
が
完
成
し
、

そ
れ
ま
で
世
界
一
だ
っ
た
パ
リ
の

エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を
し
の
ぎ
、
東
京

の
新
名
所
で
あ
る
と
と
も
に
日
本

経
済
の
第
一
次
高
度
経
済
成
長
期

（
昭
和
29
年
～
36
年
）
を
象
徴
す
る

建
造
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
常
々
、
自
治
体
も
人
間

の
一
生
の
よ
う
に
栄
枯
盛
衰
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
55
歳
を
迎

え
る
阿
南
市
が
、
気
力
、
体
力
の

充
実
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る

壮
年
と
し
て
、
活
動
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
は
、
今
日
ま
で

の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
努
力
の
お

か
げ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
55
周
年
を
記
念
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的

に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
下
表

の
よ
う
に
、
県
外
か
ら
も
多
勢
の

方
々
に
阿
南
を
訪
れ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
阿

南
な
ら
で
は
の
〝
も
て
な
し

の
心
〟
を
持
っ
て
お
迎
え
し

た
い
も
の
で
す
。

～ 

人
物
往
来 

～

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

（
追
加
申
請
）を
受
付

　

平
成
25
年
度
に
市
が
発
注
す
る

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
指

名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
平
成
24
年
中
に
申
請

さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
。　
　
　

提
出
期
間　

１
月
11
日
㈮
～
２
月

12
日
㈫

物
品
購
入
等
の
種
類　

備
品
、
消

耗
品
類
お
よ
び
原
材
料
品
（
工
事

用
原
材
料
を
含
む
）
な
ど

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　

管
財

課
（
☎
22
‐
３
８
０
４
）
へ　

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
の
交
付

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
方
で
、
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
に
対
し
て

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
交
付
し
ま
す
。こ
の
認
定
書
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
・
県
民

税
の
申
告
の
際
に
、税
法
上
の「
特

別
障
害
者
控
除
」
お
よ
び
「
障
害

者
控
除
」
を
受
け
る
時
に
障
害
者

手
帳
の
代
わ
り
と
な
る
も
の
で
、

交
付
に
は
本
人
ま
た
は
家
族
の
申

請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
す
で
に
「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
を
受
け

ら
れ
た
方
で
、
要
介
護
認
定
程
度

区
分
に
変
更
の
な
い
方
は
、
申
告

の
際
に
前
回
交
付
さ
れ
た
認
定
書

が
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
新
た
な

申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
特
別
障
害
者
は
要
介
護
認
定
が

４
・
５
の
方
、
障
害
者
は
要
介
護
認

定
が
1
～
３
の
方
が
該
当
し
ま
す
。

申
請
受
付　

１
月
11
日
㈮
～

申
請
に
必
要
な
も
の　

介
護
保
険

被
保
険
者
証
、
印
鑑

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　

福
祉

課
（
☎
22
‐
１
５
９
２
）
へ

　
　国

税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
を
利
用
し
て
確
定
申
告
書
等

を
作
成
・
送
信
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る

場
合
は
、
住
基
カ
ー
ド
を
取
得

し
、「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」

に
基
づ
く
電
子
証
明
書
の
発
行
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
も
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

電
子
証
明
書
お

よ
び
住
基
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
市

民
生
活
課
（
☎
22
‐
１
１
１
６
）

そ
れ
以
外
は
税
務
課
（
☎
22
‐

１
１
１
４
）
へ　

水
道
管
の
冬
支
度
を
！

夜
の
冷
え
込
み
に
ご
注
意
を

　

気
温
が
氷
点
下
４
度
以
下
に
な

る
と
、
防
寒
の
で
き
て
い
な
い
水

道
管
は
凍
っ
た
り
破
裂
し
た
り
し

ま
す
。
次
の
よ
う
な
水
道
管
は
、

早
め
に
手
当
て
し
ま
し
ょ
う
。

•
む
き
出
し
の
水
道
管

•
北
向
き
に
あ
る
水
道
管

•
風
が
よ
く
当
た
る
水
道
管

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
箱
の
中
に
あ

る
止
水
栓
（
バ
ル
ブ
）
を
閉
め
て

水
を
止
め
、
破
裂
し
た
部
分
に
布

や
テ
ー
プ
な
ど
で
応
急
手
当
て
を

し
て
、
市
指
定
上
下
水
道
工
事
店

共
同
組
合
（
☎
22
‐
７
６
０
８
）

ま
た
は
市
指
定
水
道
工
事
店
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か

ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け

て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を

か
け
る
と
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

防
寒
の
方
法

①
保
温
材
を
巻
き
ま
す
。
蛇
口
の

あ
た
り
は
破
裂
し
や
す
い
の
で
、

完
全
に
包
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
保
温
材
に
は
、
毛
布
・
布
な
ど

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

保
温
材
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

③
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
毛

布
や
布
切
れ
な
ど
を
入
れ
て
、
ふ

た
の
上
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
乗
せ
る

な
ど
し
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

水
道
部
工
務
課

（
☎
22
‐
３
２
９
５
）
へ

阿南市水道料金お客様センター
〜地域に根差したサービスを提供〜

　利用者サービスの一層の向上を図るた
め、平成24年10月１日から「阿南市水道
料金お客様センター」を開設して、㈱ジェ
ネッツ（委託業者）による次の業務を行っ
ています。
委託業務　①水道料金等の徴収業務
　　　　　②収納・窓口業務
　　　　　③電話受付業務
　　　　　④システム管理業務等
問い合わせは　水道部業務課
　　　　　　　（☎22‐0587) へ

■平成25年度に阿南市で開催予定の全国・西日本規模の大会等
日　　程 行　　事　　名 対　象 参加予定者数

４月 20日㈯、21日㈰ 第６回西日本生涯還暦野球大会 60歳以上 640人
７月 27日㈯、28日㈰ 第17回西日本生涯野球大会 40歳以上 240人
８月 1日㈭～ 4日㈰ 野球のまち阿南第１回全日本学童軟式野球大会 小学生 1,200人
９月 7日㈯、 8日㈰ 第８回中四国還暦軟式野球大会 60歳以上 320人

10月
5日㈯、 6日㈰ 第３回西日本あかつき野球大会 早起き野球 160人

11日㈮～13日㈰ 日本女性会議2013〈男女共同参画〉あなん大会 2,000人
19日㈯、20日㈰ 第12回全国歴史の道会議（徳島県大会） 200人

11月
2日㈯、 3日㈷ 中国 ･ 四国ブロック緊急消防援助隊合同訓練 520人
9日㈯、10日㈰ 第４回西日本生涯実年野球大会 50歳以上 160人

計 5,440人


